















































































































































































（出所） 一般社団法人 アフリカ協会（2018）『AFRICA Vol.58』冬号 3






















意が締結されるまでこれは継続した （Nuvunga 2007：10）。FRELIMOと RENAMO
の内戦はローマカトリック教会やケニアの仲介によって 1992年に和平合意が締結さ
れた （Vines 1991: 32-71）。RENAMOが和平合意に賛同した背景には、国際社会が
金銭的支援を制約したことにより RENAMOが平和委員会への参加を明確にしたこ














る経済改革はモザンビークの GDPを 1993年の 4兆ドルから 2017年には 37兆ドル






役割を担った。代表的な事例として、NGO・Christian Council of Mozambique （以
下、CCM） による武器回収事業・銃を鍬にプロジェクトを挙げる。銃を鍬にプロジェ










































（出所） Fragile States Index Country Dashboard Mozambique
＜https://fragilestatesindex.org/country-data/＞ （2020年 9月 7日閲覧）をもとに筆者作成。

































































少であるが、他の要因として経済格差も挙げられる。Fragile States Index Country 
Dashboard Mozambiqueによると、2006年から 2013年までの経済格差は 7ポイン

















（出所） Fragile States Index Country Dashboard Mozambique＜ https://fragilestatesindex.org/
country-data/＞ （2020年 9月 7日閲覧）；Fragile States Index Country Dashboard Angola＜https://
fragilestatesindex.org/country-data/＞ （2020年 9月 7日最終閲覧）をもとに筆者作成。





































6)　AFP BBNEWS＜http://afpbb.com/articles/-/3298953＞ （2020年 8月 17日閲覧）。
7)　BBC NEWS AFRICA Mozambique’s jihadists and the ‘curse’ of gas and rubies＜https://www.bbc.com/
news/world-africa- 54183948?intlink_from_url=https://www.bbc.com/news/topics/cjnwl8q4x1lt/




8)　2020年 8月 29日 19時から京都精華大学アフリカ・アジア現代文化研究センター （CAACCS）でオンラ
イン討論が開催され、マリ国内及び西アフリカ全体での IS勢力の拡大は脅威となっており、西アフリカ経済
共同体域外への治安への影響も懸念され、オンライン討論会ではマリ→西アフリカ→アフリカ全体→世界全体
への影響も指摘された。同大学からは 2020年 10月 14日時点で引用のご許可を頂いている。









































































































巨大な GDP国となるまで発展した （Economist 2014：40）。石油はアンゴラの GDP




10)　Angolaは 2014年 4月 4日、Forum for Celebrating the 12th Anniversary of the Day of Peace and 










得票率は 61％、獲得議席数は 150席 /総議席 220席。
•  UNITAは得票率 26％、獲得議席数 51席。
•  MPLA勝利の要因は実績、資金力、動員力。






• 野党である UNITA や CASA-CEの躍進。
• 投票の際の棄権率の減少。























































































　Fragile States Index Country Dashboard Angolaをもとに、アンゴラの 2006年か
ら 2020年までの政治的脆弱指数を分析したところ、図 4の結果になった。
図 4　2006年から 2020年までのアンゴラの政治的脆弱指数の推移
　（出所）　Fragile States Index Country Dashboard Angola













































































































困難な状態になってきたことが挙げられる （Africa 2017：59）。第 2と第 3の要因で
























サービスの低下、人口減少が 14年間連続で最も脆弱な数値を示し、Fragile States 
Indexの合計指数は 14年間で 16.9ポイントも悪化しており、これらの最大要因以外
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